The tendency of Anorexia nervosa in early adolescence : The relation with Masculinity and Feminity by 渡辺, 直子 & 松島, 恭子
-237-
大阪市立大学生活科学部紀要 ･第43巻 (1995)
青年期前期にみる痩せ症傾向
-男性性 ･女性性との関連から-
渡辺直子 ･松島恭子
ThetendencyofAnorexianervosainear一yado一escence
-There･lationwithlMasculinityandFeminity-
NAOKOW ATANABEandKYoKOMATSUSHIMA
はじめに
｢大人になる｣とはそれぞれ男性 ･女性とし七の大人
になることともいえよう.しかしながら,男らしさ･女
らしさという価値が大きく揺らぎ,明確なモデルが失わ
れている今日,このことはいっそう難しくなっていると
思われる (河合1),Guggenb血トCraig2).
このような時代の中,青年期前期にあたる中学校では
登校拒否の急激な増加∴昨今のいじめによる自殺といっ
たことが報告され,これまでにない心的負担を彼らがお
っていることがうかがわれる.この中学時代は青年期前
期に相当し(Blos3)第二次性徴の発現と共に体型が急に
変化し,また欲動が高まり ｢児童としての同一性をもは
や維持しえなくなり｣性を担った男 ･女としての自らと
初めて出会う時期であるといえる (皆川4).
そして,青年期に好発し近年では,発症の低年齢化に
ともない中学での発症例の増加 (生野5)が指摘され,特
に女性において性を担った ｢おとなになること｣と大き
く関連しているとされる臨床像として,思春細やせ症を
あげることができる.本研究は ｢男として大人になる,
女として大人になるとはどういうことかについて,明確
なモデルを欠いている｣ (河合1)現代社会のなかで,自
らの男性性,女性性という課題とはじめて出会う時期と
いえる青年期前期にさしかかった中学生を対象とし,彼
らが女性性そして男性性のどのような帝を申り入れてい
こうとしているかという性同一性形成d,方向性と ｢思春∫ ～
期やせ症傾向｣についての考察を試み薫ちとするものでIlJ
ある.
間 鹿
Janet以来,本症は思春期の女性に多く発症すること,
またその病態から ｢女性拒否｣あるいは ｢成熟拒否｣の
心性が潜んでいることが指摘されている (野上6).すな
わち自立が要求される思春期にいたって,初潮や乳房に
象徴される女性としての成熟への変化をあくまでも否認
しようと･し,すらりとした,無性的ともいえる体型を徹
底的に追求するこころみと本症をとらえるのである.
この,女性性の拒否に関連して野上7)は,本症者のやせ
には ｢女性性の拒否｣と同時に ｢世間が賛美するスリム
な女性｣への憧れがあるという二面性を指摘している.
魅力的であろうとすることを考えると,この指摘は興味
深いも.のといえ,女性性ときれるものの全てを拒否して
いると→元的に見るのではなく,Lより多面的に考えてい
くことも必要かと思われる.また,下坂8)は本症者には女
性性の拒否と共に,男性への羨望があるのではと考察し
ている.しかし,この点について例えば藤本9)は,この羨
望は男性の地位に対するものであり,男性という性自体
に向けられたものではないのではと考察しており,筆者
も女性性の拒否-男性への羨望ととることは早急なよう
にも思われる.本研究でも思春期やせ症傾向と男性性と
の関連を見ていく中でこのことについても検討したい.
また,同時に男性の思春期やせ症については性同一性と
いう視点から検討していきたい.男性の思春期やせ症に
ついてDaly&GomezlO)はその臨床特徴は女性のそれと
ほとんど変わることがないと報告しており,また滝沢他11)
も初発年齢は女子例よりやや低年齢であること,病前性
(1)
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性格としては神経質,内気,凡帳面で見栄っ張りである
こと,また女性と同様発症のきっかけとしては,他者か
らの肥満の指摘が多いことなどを報告している.
目 的
本研究では,性同一性という課題にであう時期であり,
また発症の低年齢化により,本症,そしてその周辺群の
増加が報告されている青年期前期に焦点をあて,以下の
ような点から,質問紙による調査により研究を進めてい
きたい.
①現代の青年期前期における,思春期やせ症傾向につい
て,性差を含めて検討したい.
②今日の中学生が抱いている自己期待像 (どのような大
人になりたいか)から,どのような男らしさ･女らし
さを取り入れていこうとしているかと,思春期やせ症
傾向の関連について考察したい.
なお,ここで特に自己期待像をとりあげたのは,思春
期やせ症では,強い痩せ願望にみられるような一つの理
想像を抱き,それをあくまでも追求するという姿勢が顕
著であり,この理想像に本症の特性が見出されるのでは
ないかという視点からである.
方 法
期間 1994年11月から1994年12月上旬
被験者 中学生 603名 (男子295名 ･女子308名).
質問紙について
EAT-26
EAT-26(EatingAttitudesTest)は思春期やせ症のス
クリーニングを目的としてGarner12)らによって作成さ
れ,食事や体重に関する26項目の質問に ｢いつも｣から
｢一度もない｣の6段階で回答を求めている.思春期や
せ症の特性は本尺度にあげられるような摂食態度を ｢徹
底して｣とるところにあり,本研究でもGarner12)らに倣
い,異常度の高い3段階のみを3点法で採点している｡
本尺度については,高い内的一貫性を持ち,また高い判
別率を示すことが報告されている (末松他13)馬場 ･坪
井14).本研究では,EAT-26で測定される過度な摂食行
動を,思春期やせ症傾向とみなしていきたい.
女性性 ･男性性のこ側面測定尺度
山口15)によって作成｡これまで大きく男性性･女性性と
いわれていたものの中にも,様々な面があると思われる｡
その中でも特に男性性においては,子供に対しての父と
しての側面｢父性性｣,女性に対しての男性としての側面
(2)
｢男性性｣に,女性性では子供に対しての母としての側
面｢母性性｣,男性に対しての女性としての側面｢女性性｣
に着目し,さらに男女共通して求められる特性として大
人性を考え,これらの性役割に関する特性を測定するも
のである. 本研究では,大人性を除いた4尺度 ｢父性性
(Mf)｣｢男性性(Mm)｣｢母性性(Fm)｣｢女性性(Fw)｣
に注目し,性同一性という課題に出会う時期である青年
期前期の男女が,これらのどの側面を取り入れようとし
ているかについて思春期やせ症との関連から見こうとす
るものである.
分析方法
(1)EAT-26およびその各因子からみた青年期前期におけ
るやせ症傾向を,性差 ･女子大生との比較による年
齢差についてt検定をおこない検討する｡
(2)男性性 ･女性性の二側面測定尺度からみた現代の青
年期前期の特徴を,先行研究(山口15))とt検定をお
こない比較検討する｡
(3)EAT-26およびその各因子と男性性･女性性の二側面
測定尺度の各尺度間のPiasonの相関係数を求め両者
の関係について検討する｡
結 果
1 思春期やせ症傾向について
EAT-26についてα係数を求めたところα-0.81とな
り,信頼性は確保されている.
EAT-26は,得点が20点以上であることに,標準体重の
20%以上の減少,無月経の情報を付け加えることで思春
期やせ症のスク リーニ ングに使 えるとされている
(Garner12).今回得点が20点以上の者が,男子9名,女子
33名であり,うち男子1名,女子3名(月経の不順を伴う
ものは1名)が標準体重の20%以下を示している.
また,思春期やせ症の発症率は,約10:1で女性に圧倒
的に多いことが知られており,EAT-26においても性差が
あると予測された.そこで,男女間でのt検定をおこな
ったところ女子が男子よりもEAT-26得点が高いという
結果が得られている(両側 :t(538.74)-6.84***).こ
の男女別得点を図1に示す
図1 EAT-26の男女別得点
- 究千国女子
渡辺他 :思春期やせ症傾向と男性性女性性
また,女子大学生の得点 (馬場･坪井14)と,今回の女
子中学生の得点間で平均の差についてt検定をおこなっ
たところ,女子中学生の得点が有意に高いという結果が
得られた (t(548)-5.04**).結果を図2に示す.
■l大学生女子囚IrS'生女子
図2 女子大学生と女子中学生のEAT-26得点
EAT-26の因子分析について
次にEAT-26の因子分析(主因子法,バリマックス回転)
を行なった.結果3因子を抽出し0.40以上の負加を示す
項目を選択した.全分散への3因子の寄与率は36.8%で
あった .
各因子の内容と男女別の平均点を表 1に示す.
表l EAT-26.因子別得点表 (6点法)
Ⅰ ダイエット因子 (DietFactor)
女子平均 標準偏差 男子平均 標準偏差
1.体動増えすぎるのではないかと心配します 4.03.(1.60) 2.35 (0.56)
2.空腹の時でも食事をさけます I.82 (1.03) 1.62 日.07)
5.食べ物を小さく切り刻みます 2.44 (1.45) 1.88 日.19)
6.私が食べている食べ物のカロl)-量に気を配ります 2.32 (1.46) I.48 (0.99)
7.炭水化物の多い食べ掛輔にさけます I.54 日.07) 1.21 (0.69)
l.もつと餐せか}という思いで動いっぱいです 3.68 日.84) 1.95 (1.47)
12.謝 すればカロリー を使い果たすと思います 3.37 (1.57) 2.64 日.75)
14.自分¢林に潜肪がついているという考えのとりこになっています 3.17 (1.77) 1.90 日.35)
16.を相の入った*ベ物をさけけ 2.17 (1.26) 1.72 日.07)
19.食べ物に関するセルフコントロー ルをしています 2.28 (1.41) 2.00 日.36)
21.食べ物に関して鯛 をかけすぎたり,考えすぎたりします 1.85 (1.27) 1.41 (0.86)
2.甘いものを食べたあと,不愉快な気持ちになります 2.07 (1.56) 1.43 (0.89)
23.ダイ工.Jトにはげんでいます 2.08 日.40) 1.34 (0.83)
25.栄頚価が高いものが新しくでても試食したくありません 2.23 (1.35) 2.03 (1.46)
ⅠⅠ 過食因子 (BulimiaFactor)
女子平均 唐草偏差 男子平均 標準髄
3.食べ物のことで薪がいっぱいです 2.04 (1.26) 2.09 日.33)
4.制止できないと思いながら,大食したことがあります 2.55 (1.44) 2.44 日.00)
10.食後にひどくやましいことをしたように思います 1.84 (1.36) 1.49 日.06)
18.私の人生は食べ物に振り回されているとおもいます 1.64 日.69) 1.41 (I.00)
(3)
(6点法)
II 食のコントロール因子 (OralContrわlFactor)
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女子平均 橿準偏差 男子平均 青草偉差
8.他の人は私がもつと食べるさうに望んでいるようです 2.24 日.76) 2.SO ‖.75)
13.私はやせすぎているとみんなから思われています 1.90 日.45) 2.18 (i.65)
15.他の人より食事に時欄をかけけ 2.81 日.62) 2.10 日.47)
20.ほかの人たちが私に食べるように圧力をかけていると思います 1.76 (1.35) 1. 7 8_(1.41)
Ⅳ その他
女子平均 繍華厳 男子平均 覆車乍控
9.*鼓に吐きます 1.19 (0.71) I.15 (0.60)
17.ダイエット食(美容剣 をたベています 1.42 (0.95) 1.26 (0.88)
24.胃の中がからつばになるの蛸戸さです 1.38 (0.91) 1.40 日.05)
第Ⅰ因子はダイエット因子と,ついで第ⅠⅠ因子は過食
因子と命名した.過食因子を先行研究(Gamerll),末松12))
と比較してみると過食因子に含まれていた ｢食後に吐き
ます,食後に吐きたいという衝動にかられます｣といっ
た項目が今回含まれていないが,これらの項目の平均点
が低いことから,一般群では過食行動をとることはあっ
ても,それが喧吐につながることは少ないことによる差
であると思われる.最後に第ⅠⅠ因子も先行研究とほぼ内
容が一致しており,食のコントロール (OralControl因
千)と名付けている.
因子別の性差について
各因子の性差についてt検定を行なったところ (3点
法),ダイエット因子では女子の得点が男子より有意に高
･いという結果が得られた (両側 t(493.96)-9.54**
*).その他の因子では有意差は見られなかった.また,
一般的な食行動における微妙な差を見ていくため6点法
で採点したものについてもt検定を行なったところ,ダ
イエット因子とともに過食因子でも,女子のほうが有意
に得点が高いと言う結果が得られ,極度な過食行動をと
ることは少ないものの,ダイエット傾向と同様,女性の
ほうが過食行動をとりやすいという結果となった.
思春期やせ症傾向.についてのまとめ
これまで,青年期前期における思春期やせ症傾向とも
いうべき,摂食態度の様相についてみてきた.この点に
ついて男女を比較したところ,過度,また標準的なダイ
エットを行なう傾向は女子に強く,女子のほうがやせ願
望が高いとする竹内他16)の結果と一致するものとなった.
また,激しい過食行動を示すことは,一般群においては
男女ともみられないものの,やはり女性の方が過食行動
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をとりやすいという結果が得られた.しかし一般群では,
過食行動をとるものはいても,それが喧吐に及ぶことは
ほとんどないと思われる.
さらに,先行研究 (馬場他14) の大学生女子に比較し,
中学生女子のEAT-26得点が有意に高いという結果が得ら
れ,今後,例えば高校生との比較といった検討を要する
ちのの,Janet以来思春期やせ症が成熟拒否という思春期
的な心性からとらえられてきたこととも関連して,少な
くとも女子においては,青年期前期の心の揺らぎが摂食
という行動にあらわれやすいのではないか,という可能
性も示唆された.
2 男性性女性性の二側面測定尺度について
次に,男性性女性性の二側面測定尺度をもちいた ｢あ
なたは将来どのような人になりたいと思いますか｣とい
う問いに対する回答から,現代の中学生の性同一性形成
のありかたを,先行研究(山口15りとも比較しながら見て
いきたい.各尺度についてα係数を求めたところ,Fm-
0.71,Fw-0.71,Mf-0.73,Mm-0.70となり,膚頼性
は確保されている.
まず尺度の内容を表2に示す.
表2 男性性･女性性の二側面測定尺度,賞間項目
質 問 項 目
Feminity
Mother Woman
Masculinity
Fa仙er Man
子供を育てる かわいい
つつみこむような 色気のある
いつくしみぷかい しなやかな
自己犠牲的な 曲線的な
かいがいしい おしゃれな
子供を産んだことがある 細やかな
ふくよかな 声が高い
献身的な 従順な
あたたかい 仲席的な
威厳のある
家族を養う
厳しい
権威的である
子供に意見する
刊共の独立をよろこぶ
家族の生活をまもる
指導力のある
家計をささえる
冒険心にとんだ
勇敢な
エネルギッシュな
たくましい
論理的な
闘争的な
筋肉貫の
はねぼった
行動力のある
また,この尺度ごとの男女別平均点を図3に示す.ま
た,性差についてt検定 (分散の大きさが等質とみなせ
なかったものはウェルチの法によるt検定)を行なった.
結果Fm,Fw,Mmにおいて有意差が認められ,全体に女
性性とされるものは女性の得点,男性性とされるものは
男性の得点が高いといえるが,全般に女性は男性性 ･女
性性ともに得点が高いのに対し,男子においては女性性
の得点,特にFw得点が低いのが目立つ.またMf得点
(4)
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図3 男性性･女性性のこ側面測定尺度や男女別得点■-_●l
' 言,/-J;I′′
では有意差が認められておらず,`父性的ip-ものを取り入
れようとする傾向は,男子と女子において差がないと言
える.
近年の性同一性形成の傾向について
次いで,先行研究(山口15)の結果と,今回の結果の間
でt検定を行ない,比較することで近年の傾向を見てい
きたい.
ここから,この十年間で女子おいてはFm,Fw,Mmの得
t-(331)3.78**:Mmt-(330)2.51*),男子において
はFwの得点が有意に増加している(両側 :Fw t-(319)
4.19***)という結果がえられた.ここで4尺度の得
点関係を,山口15)にならい見ていくと,その変化は表3の
ようになる.
表3 男性性･女性性のこ側面測定尺度における得点関係
男 子 女 子
山 口 (1985) Mf>Mm>Fm>Fw Mf>Fm>Fw>Mm
今 回 (1994) Mm>Mf>Fm>Fw Fm>Fw>Mf>Mm
女子においてはMf以外の3項目が有意な伸びを示して
いるのに対し,Mfでは伸びを示していないため,前回の
トップから3番目へと変化している.また,男子におい
ても,前回トップであった,MfよりMmが高い得点を示
しており順位が入れ代わっている.
男性性女性性の二側面測定尺度についてのまとめ
ここでは,現代の青年期前期の男女がいだく自己期待
像にみる,性同一性の方向性について,1985年に行なわ
れた先行研究 (山口15り との比較をとおし検討した.結
果,現代の青年前期における性同一性の方向づけにおい
ては,男子では男性得点が高く女性得点が低いという傾
向が顕著であるものの,女子においては男子に比較し,
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男性性をも積極的に取り入れていこうとする傾向がある
といえ,中学生から大学生までの男女を対象として,性
役割期待についての研究を行なった相木17)らの｢男子は男
女に対称的な役割分担を認知しているのに対し,女子で
は男女相互に重複した役割特性を期待している｣とする
結果とも,重ねてみることができよう.またその分,相
木17)も指摘するように,女子においては,女性性･男性性
についての葛藤を抱きがちになるのではなかろうか.
また,先行研究と比較したとき,男女ともにFw得点
が伸びを示しており,ユニセックス化が指摘される今日
のありようと関連づけてみることも可能であろう.また
Mf得点については男女差は見出せず,また先行研究と比
較して変化は認められなかった.しかし,他の尺度得点
との相対的な位置をみていくと,男女ともに低下の兆候
にあるともとれ,男性のモデル喪失の問題ともあわせて,
今後の変動にも注目していく必要があると思われる.
EAT-26得点と,男性性･女性性の二側面測定尺度得点と
の相関
EAT-26得点と,男性性･女性性の二側面測定尺度得点
との間に,Piasonの相関係数を求めたところ,男子･女
子ともFwとの間に有意な正の相関が認められた (男子r
(280)-0.2106***:女子 r(290)-0.1863**).
また,男子ではダイエット因子とFwとの間に正の相関
が(r(287)-0.1607**),過食因子とMmとの間に正の
相関が(r(287)-0.1633**)見出された.食のコントロー
ル因子との間にはP<.01以下の相関関係は見出されなか
った.一方女子では,ダイエット因子とFwとの間に正の
相関関係が (r(297)-.1517***)過食因子との間には
Mmとの間に正の相関が(r(300)-0.1498**),食のコン
トロール因子との間にはMfとの間に負の相関(r(303)≡
ー.1831***)が見出された.
EAT-26と男性性女性性の二側面測定尺度の相関について
のまとめ
ここでは,EAT-26そしてその各因子と,Fm,Fw,
Mf,Mmとの相関について男女別に検討してきた.結
果,全体としての思春期やせ症傾向とFvの間に有意な相
関が,またダイエット因子においても男女ともにFwとの
間に正の相関が見出された.
さて,ここでFw尺度の内容に目をむけていくと,例
えば ｢かわいい･おしゃれな･色気のある･従順な｣と
いった,男性から見た,また社会から見た自己,女性で
(5)
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あり,ある意時で "商品〟としての女性像ということも
できよう.そしてOrbackl?)は,女性がこのような自己像
を取り入れることが求められる "自己の欲求をおさえる
よう仕組まれた社会化の過程〝におかれていることが,
拒食症のメカニズムと深く影響しているので.kないかと
指摘するのである.Fwについては,青年期前期において
は10年前に比べその得点が,男女共に増加しているとい
え,これを ｢かわいいL,おしゃれな,従順な｣といった,
表面的な自己を求める傾向と考えたとき,今日の思春期
やせ症の増加七開運づけることも可能と思われるのであ
る.
過食因子との間では,Fw と逆の,または相補的な位
置にあるといえるMmとの間に,男女とも有位な相関が認
められた.Mm尺度の内容を見ていくと,例えば｢冒険心
にとんだ ･勇敢な･行動力のある｣といったものであり,
相木16)の言う,男性の性役割次元,行動の因子であるとい
えよう.過食行動が ｢思春期やせ症周辺群｣においても,
ある程度は｢自己の意志と相反する｣(野上20)ものである
ことを考えたとき,普段は ｢他｣を意識し ｢自分の欲
求の確かな感覚｣(Orback18)を持ちにくいであろう思春
期やせ症周辺群でも,食べまい,やせようとする内的な
堰が破れたとき,その ｢欲求｣それは本人の意志をこえ,
過食という行動をに表われるのではなかろうか.またこ
のように冒険心にとみ,エネルギッシュに前進していく
姿,自分の欲求を表現していくことが,男性性の特徴と
されるなど,男子においてはポジティブにとらえられ,I
また奨励されていることが,男性の ｢思春期やせ症周辺
群｣の少なさにもつながっているのではなかろうか.し
かし,今日では男子においても大人としてのモデルが,
徐々に揺らぎ出しているといえ,今後の変動を見ていく
必要があろう.
考 察
青年期前期に見る思春期やせ症傾向
今回の結果から,思春期やせ症傾向はやはり女子にお
いて高く,発症率と同様性差があること･が確かめられた.
また,大学生女子との比較から,中学生女子においてEAT
-26得点が有意に高く,中学生のほうが思春期やせ症傾向
が高いといえ,本症がJanet以来成熟という視点から論じ
られてきたことを考えると,この時期,例えば成熟への
とまどいといった思春期的な心の揺らぎが,食行動に表
われている可能性があるのではなかろうか.なお,この
点については,今後,高校生との比較などが必要であろ
う.
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自己期待像に見る性同一性形成の方向性.
次に,男性性 ･女性性の二側面測定尺度により,中学
生が,Mf,Mm,Fm,Fwのどの面を取り入れようとし
ているかについて検討した.結果,両性とも自らの性の
性役割を取り入れようとする傾向が強いものの,女子が
男性性をも積極的に取り入れようとしているのに対し,
男子においては女性性,特にFwをとりいれようとする傾
向が弱く,女子のほうが性役割に対する葛藤が大きい(棉
木16)) 時代は続いているのではと思われる.しかし,先
行研究(山口14りと比較した際,歴史的に男性にとっての
規範的で絶対的な生き方であったMfの価値に低下の兆
しともとれる傾向があること,また,今日の例えば ｢父
親不在｣といわれる社会的状況を考えたとき,今後,男
子においても ｢モデル喪失｣が表面化していくことが予
測されよう.そして,女子中学生においては Fw, Fw
得点がMfに優先しまた伸びを示していることから,女
性の社会参加が一段落ついた今,女性としての生き方を
もう一度見直そうとする気運が反映されているのではな
いかと思われるのである.
思春期やせ症傾向と男性性 ･女性性
次いで,EAT-26と男性性･女性性の二側面測定尺度と
の相関をみたところ,思春期やせ症傾向と,Fw(女性性)
との間に有意な相関が見出された.また,この Fw得点
の思春期やせ症,またその周辺群の増加と重ねてみるこ
とが可能とおもわれる.ここでこのFwの内容を見てい
くと,例えば ｢かわいい･おしゃれな ･色気のある･し
なやかな･従順な｣といった項目があげられ,このよう
な特質を,女性性とのみ考えず表面的な ｢外からのぞ･ま
れる自己｣を望む傾向とみなすこともできよう.そして
これは,Bruck20)が指摘する本症者の｢人工的なうわべの
飾りを作りたいという衝動｣と一致すると思われるので
ある.そしてこの人工的な飾り｢黄金のとりかご｣イBfuck20)■
は,他者との関係の中でこそ意味を持つものと思われる.
Orback17)は,現代社会の中で,女性が他者との関係の中
での自己を定義し,他者の定義にしたがうといった ｢自
己の欲求をおさえるように仕組まれた社会化の過程｣に
おかれていることが,本症のメカニズムにあるのではな
いかと考えており,本結果からも他者との関係に重きを
おくことを,女性らしさと見なし,またそれを志向する
傾向が男性に比し女性に高いという,社会的傾向が本症
が女性に多い一因となっているのではないかと思われる.
さて,一方,過食傾向においては,男女ともに,Fwと
相補的もしくは対極にあるMmとの間に有意な正の相関
(6)
が認められた.ここで,過食がやせよう･たべまいとす
る,自分本来の欲求を否定しまた,他者から見た ｢理想
的な自分｣を形作ろうとする努力に対して,コントロー
ルをこえた,｢自己の意志と相反する｣(野上20)ものとし
て表われることを考えたとき,思春期やせ症周辺群にお
いても過食とは,押さえ込まれた,欲求,意志が,押さ
え込もうとする力を打ち破ろうとする姿ととることがで
きるのではなかろうか.そしてこう考えたとき,現代の
思春期やせ症傾向とは,自分が何を欲し何を感じている
のかということを見直していくこと,そしてそれを自分
の中で位置づけ直すことの重要性を示唆しているとも思
われるのである.
まとめ
大人になることとは,それぞれ男性としてのおとな,
女性としてのおとなになる･ことといえよう.そして ｢男
に生まれるか,女に生まれるかは人間の宿命であり,人
間は自分の性をうけいれて大人にならねばならない｣(河
合1)のである.しかしながら,現代は,女性の生き方が
多様化するとともに,それにともなう突然の選択を迫ら
れ,｢女性にとっては現代は不安と｢よく欝の時代になって｣
いるというのが現状であろう (Guggenb血lCraig2) ま
た,この10年,男性においても既成の枠組みとしての生
き方 (Mfに代表されるような)が徐々に時代の中で揺ら
いでいると思われ,男性,女性ともに ｢これが大人だ｣
という,絶対的で,唯｣の "形〟としてのモデルはもは
や存在しえないと思われる.このような現代社会におい
て,いまだ "形〝'としての手本を ｢やせること｣に追い
求め,模倣し続けているというのが,"MetooAnorexia〝
(Bruck20)という一言葉に代表される,今日の思春期やせ
症傾向ではなかろうか.また,本症,そして思春期やせ
症傾向が女性に多くみられる背景としては,このモデル
喪失とともに,Orback17)が指摘するように女性が,従来
他者の関係の中で自己を定義する存在形式をとりやすい
傾向も影響していると思われるのである.
もちろん,この他者との関係の中で自己を定義してい
くこと自体が問題ではなかろう,例えばこの点について
Neumann21)は女性は本来的に他者との一体性を持つと考
察し,その独自性と重要性を指摘している.問題となる
のは,彼らが ｢やせること｣といった外面性を追求する
裏には ｢自分の欲求,自分の感覚を信じられずにいる｣
ため ｢社会的に規定された女性らしさ｣を自分のものに
し,女性として承認されたいという願いがある｣(東山22り
ということではなかろうか.
今日,社会の中で真に自分を生きようとすることは,
渡辺他 :思春期やせ症傾向と男性性女性性
ある意味で伝統的な女性として,男性としての枠を破る
ことであろう.また,そのために必要なのは自分への信
頼と同時に,自分の性をどんな ｢形｣であろうと引き受
け,頑張っている女性像ではないかと思われるのである.
そして,この間題は ｢既成の枠組み｣を生きる道がまだ
安定しているかのようにみえる男性にとっても,決して
他人事ではあるまい.
今後の課題
以上の考察をふまえ,今後の課題について検討してい
きたい.
本研究は,青年期前期にみられる思春期やせ症傾向に
ついて,男性性 ･女性性という観点から見ていこうと試
みたものであるが,比較の対象をしっかりと持ちえなか
ったため,青年期前期特有の傾向については,十分に見
ていけなかったと思われる.今後,例えば高校生,大学
生といった世代との比較を通して,より詳細に見ていく
こと,また各発達段階における思春期やせ症傾向のあり
ようについて,検討していくことが必要であろう.
また,女子において,その女性性をどこかで引き受け
かねるような側面があるとしたら,男子にも同様に,男
性性を引き受けかねるような側面があるのかについても,
ユニセックス化を指し示すかのような,男子のFw得点の
増加との関連から考察していくことも今後の課題となろ
う.また,今回は男子における思春期やせ症傾向の特性
を探って行くことも目的としたものであったが,やはり,
女性についての考察が中心となり,十分に考えていけな
かった.
最後に,今回の研究は思春期やせ症者ではなく,その
周辺群の増加に焦点をあてたものであるため,これがす
べて臨床現場においてあてはまるかについては,なお今
後の検討を要するところである.しかしながら,今日の
思春期やせ症の急増の背景にある,予備軍ともいうべき
思春期やせ症周辺群の特性に,ある程度は迫りえたので
はないかと考えており,思春期やせ症のみならず例えば
不登校の増加の背景にも,このような傾向は影響してい
るのではないかとも思われる.そして,このような現状
をふまえ,今後臨床においてどのように関わっていける
かということについて,今後も考え続けていきたい.
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Summary
Thepurposeofthisstudywastoinvestigatetherelationshipbetweenanorexianervosatendencyandadirection
ofhowtheydesiredtobecome,inearlyadolescence.Themainresults･wereasfolows.
(1)Inea.rly-adolescent,anorexianervosatendencyingirls(marksforEAT-26)washigherthaninboys･
(2)ThetendencyofanorexianeⅣosaishigherinearly-adolescentgirlsthanincolagestudentswomen.
(3)Therewasasignificantpositiveco汀elationbetweenthetendencyofAnorexianeⅣosa(marksforEAT-26)
andthemarksforFeminity-Womanscale.
(4)ThereーWaSaSignificantpositivecorrelationbetweentheDietfactorandtheFeminity-Womanscale.
(5)Therewasasignificantpositiveco汀elasionintheBurimiafactorandtheMasculinity-manscale.
TheseresdtswerediscussedfromthestandpointofMasculinity-feminityaxiswithwhichtheywantedtobecome
asadults.
(8)
